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12/5日(日)開催の業務執行理事会の概要についてお知らせします。

ブレイクダンス本部

【速報】2021年12月06日

日本代表女子が金メダル、銀メダルを独占！２大会連続のメダル獲得で大活躍！

2021年12月4日(土)にパリ/フランスにて行われた世界ダンススポーツ連盟 (以下 WDSF) が主催する、
世界ブレイキン選手権2021へ日本代表として4名の選手を派遣しました。本大会にて、世界の強豪選手
を抑えAYUMI(福島あゆみ)選手が金メダル、AMI（湯浅亜実）
選手が銀メダルを見事に獲得しました。男子選手のSHIGEKIX
(半井重幸)選手とTOA(俣野斗亜)選手は予選を突破し、トップ
32のグループリーグへ進出しましたが、惜しくも一歩及ばず敗
退となりました。
コロナウィルスの影響により2年ぶりの開催となる、本年は
世界50カ国以上から204名の選手がフランスの中心地にある
シャトレ座で熱い戦いを繰り広げました。

（表彰台 左からAMI選手（日本）、AYUMI選手（日本）、JILOU選手（ドイツ）、ANTI選手（イタリア））

予選から決勝までを1日で実施する、本選手権は男女を分けた出場者全員による予選(1ムーブ）により
トップ32へ選抜されます。4名1グループのトーナメントへ選抜されたのち、各グループ総当たりの勝利数
が一番多い勝者1名が、トップ8へ進出する仕組みです。トップ8以降はトーナメント戦となり、2ムーブから
4ムーブを披露し勝ち抜いて優勝を目指しました。

＜問い合わせ先＞

日本ダンススポーツ連盟ブレイクダンス本部 (https://breaking.jdsf.jp/)
担当 白井 breaking@jdsf.or.jp

WDSF世界ブレイキン選手権2021 フランス／パリ大会

https://breaking.jdsf.jp/


2

競技本部

2022年度第42回三笠宮杯出場選手選抜方法について

◆各ブロック代表選抜は、スタンダード・ラテンとも出場者96組 ※選抜方法はブロックランキングなどを参考に各ブロックに委ねます。

◆2022年11月19日(日)に最終選考会を実施し、エントリー組数を96組に調整します。

事務局より

2021年ダンススポーツランキング最終集計結果について

全５試合（スタンダード４試合、ラテン３試合）のうち中止となった仙台グランプリを除き、ランキング集計を行いました。
現在、暫定として、ホームページに公開して本人確認をコールし、かつ各ブロックで確認作業を行っています。
※未登録選手（スタンダード2組、ラテン1組）はランキング規程に従い、ランキングより除外しています。

http://www.jdsf.or.jp/competition/tendance-gdranking/ランキングはこちら ➡

選手強化部

今後のジュニア・ユース10ダンス世界選手権代表選考会の開催時期について

現在、10ダンス代表選考会は、毎年6月・7月頃に行われ、世界選手権には約1年半前の結果で派遣することが多いため、
その年の世界選手権に派遣できるよう、当該年のジュニア・ユースの代表選考会の開催時期を1月～2月に変更いたします。
また、出場資格を世界選手権に出場できる年齢の選手とします。

ジュニア ユース

2022年

2023年 １月開催(京都) 2月開催(京都)

2021年に実施済

※上記の開催計画により、2022年7/24の静岡グランプリからジュニア10ダンス代表選考会を外します。

2021年度2回しか開催されていないユース代表選考会
(スタンダード、ラテン)を、2022年1月9日または2022年
3月27日に京都で開催予定の大会にて実施する。
出場資格は2021年度内であることを踏まえ、2021年度
のユース年齢まで出場可能とする。

資格登録料未納付等で資格喪失時の救済措置(資格回復)の制度化について

2021年9月19日開催の業務執行理事会にて可決された「資格登録に関する更新期限及び資格喪失に関する規程」に
ついて、具体的な手続き等、運用についてまとまりましたのでご案内いたします。

《資格喪失後の資格回復手続きについて》

所属団体担当者は申請書を取りまとめ、所定の期日迄にＪＤＳＦ本部「会員SC宛」へ提出。

受付期間(猶予期間) 毎年4月1日～6月30日 提出期限： ６月30日必着

①対象者は「資格回復申請書(所定様式)」を記入後、所属団体経由で提出する。※別紙参照

②申請書提出時、資格回復事務手数料を指定の金融口座に振込。 事務手数料 2,000円 × 回復資格分

資格回復申請書の事務手数料および未納分の資格登録料の納入をもって資格回復とします。

資格喪失状態から必要なお手続きがされないまま猶予期間を過ぎてしまった場合、特例が認められない限り、
資格は完全失効となり再取得する必要がありますので、お早めにお手続きください。

http://www.jdsf.or.jp/competition/tendance-gdranking/


PD事業本部

PD公認講師資格運用細則の制定について

ＰＤ公認講師規程に定めるＰＤ公認講師の資格取得について、技術部が推薦を行うための条件を明確にするため、PD
公認講師資格運用細則を制定しました。このPD公認講師資格運用細則を制定するにあたり、PD公認講師規程の一部
改正を行いました。

2022年度PDグランプリカップ開催について

2022年度PDグランプリカップは以下の開催日程、種目を予定しています。

開催日 エリア 区分 会場名

３月27日(日) PD関東甲信越 La 東京都新宿区コズミックセンター

４月17日(日) GD西部 St 京都府西宇治体育館

６月19日(日) PD九州 La 福岡県宗像ユリックス

９月４日(日) PD中部 St 愛知県津島市文化会館

９月11日(日) GD宮城県 La 青葉体育館

10月２日(日) GD北海道 St 北海きたえーる

西部PDブロック2021年度事業計画の一部変更について

2021年度事業計画にある「第9回PD西部ブロックTeacher&Student競技会」を「第7回オフィシャルステージ検定会」へ
事業内容を変更して開催いたします。

計画
2022年3月13日
「第9回PD西部ブロックTeacher&Student競技会（BBホール）」

変更
2022年3月13日
「第7回オフィシャルステージ検定会（クレアホール）」

第9回PD西部ブロック
Teacher&Student競技会
（BBホール）は
2022年4月3日に開催変更
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『コロナ禍で有観客開催した第41回三笠宮杯を終えて。』

すべての参加者に課した厳しい入館条件、定員半分以下の入場制限、観客

と選手の入場口の完全分離など、徹底したコロナ感染対策により、伝統あ

る三笠宮杯を盛会のうちに無事終えることができました。（約１か月経過

した現在も感染の報告なし）会場には、新理事の岡崎朋美さん、大塚眞一

郎さんが観戦され、岡崎さんには解説ブースにて選手に向けたオリンピア

ンならではのメッセージをいただきました。

さらに、表彰式のプレゼンターにも飛び入り参加し、メダリストからメダルを授与さ

れる栄誉(粋)な演出もあり、両氏には「想像を超えるすばらしい内容」と高評価をい

ただきました。また、ライブ配信では昨年のYouTube配信をベースに格段に安定・レ

ベルアップし、競技進行と一体化した解説と映像をお届けすることができました。

ダンススポーツ界を牽引する団体として、コロナから立ち上がって未来への希望、可

能性を見いだせた競技会となりました。

～ご尽力いただいた関係者の皆様には深く御礼申し上げます。
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資格回復申請書 

このたび、資格喪失状態の資格を回復いたしたく、資格回復申請事務手数料の納入の写しを添付して申請いたします。 

申請日 西暦     年   月   日  

ﾌ ﾘ ｶ ﾞﾅ  
登録

番号 

会員番号 組 織 ｺｰﾄﾞ 

氏 名  印             

現住所 〒   

電話番号  携帯番号  

資格回復したい該当資格にレ点( ☑ ) 

資格回復希望 

□  選 手  ※選手は持ち級の回復となります。 

□ 指導員  以下、回復したい指導員資格の種類を全て◯で囲んでください。 

なお、資格回復事務手数料は指導員資格を複数所持していても 1資格分となります。 

(  一般   甲種特定指導員  ジュニア指導員 )  

□ 審判員 
 

 

●資格回復申請手続きの流れ 

・当申請用紙に必要事項を記入の上、事務手数料を指定の金融口座に振込

後、所属団体(都道府県連盟等)にご提出ください。 

 事務手数料  2,000 円 × 回復資格分 

・所属団体担当者は申請書を取りまとめ、ＪＤＳＦ本部 会員サービスセ

ンター宛に所定の期日迄に提出のこと。       

受付期間(猶予期間) 毎年 4 月 1 日～6 月 30 日 

提出期限： ６月 30 日必着 

・資格回復処理は資格回復申請書の事務手数料の納入と未納分の資格登録

料の納入をもって資格回復となります。 

 

●注意事項 

資格喪失状態から 3 ヶ月間は資格回復が可能な猶予期間となります。 

しかし、必要なお手続きがされないまま猶予期間を過ぎてしまった場合、 

特例が認められない限り、資格は完全失効となり再取得する必要があり

ます。 

 

 

 

 

 

郵便払込金受領証あるいは 

その写しをここに貼付してください 
 

郵便払込取扱票の通信欄に必ず 

「資格回復申請料」と明記して下さい。 

 

※送金手数料は申請者負担です 

 

●振込先： 

 

【振込先】  ゆうちょ銀行(9900) ０一九(ｾﾞﾛｲﾁｷｭｳ)店 

 当座預金：0759560 

【郵便振替】口座番号：00110-1-759560 

口座名義人：ＪＤＳＦ登録管理部 

 

 

提出先所属団体 担当者記入欄 

所属団体名 担当者名 JDSF 本部提出日 

  西暦    年    月   日 

JDSF 本部処理欄 

受付日 受付番号 JDSF 本部承認可否 備 考(資格回復日等) 

西暦    年    月   日    

 


